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平成 27年度 大阪大学 FDフォーラム 

研修 C 「授業で TAを活用するコツ」 

ＳＴＡ関連補足資料 ＳＴＡ業務報告書内容の紹介 

２０１５年９月７，８日 

大阪大学 全学教育推進機構 堀 一成 

 

補講を担当した事例 （当該ＳＴＡは経験を評価されて教員に採用された） 

（H24、国際公共研究科・D3留学生・専門講義） 自分が理解できないことは、説明できない

ということを最初のセッションで気づいて、STA Session で説明が必要な内容を前もっ

て出来る範囲で徹底的に理解しようと努力しました。その結果、 

1)本授業の全体的な内容を自分が受講生の時より深く理解することができ、 

2)自分の言葉で他人にわかりやすく説明できるようになったのが、 

STA を通じて最も身についた能力だと思います。 

（STA特記事項） 今学期、授業担当教員に毎回どのように STA Session をリードしてい

けば良いかをチェックしていただき、STA 自身も勉強が出来る大変重要な機会になりまし

た。授業担当教員には、授業準備の時間以外に STA を指導する時間を作ることが負担にな

るかと思いますが、授業担当教員のご指導は、STA にも、STA Session に参加する学生に

も、大変重要だと思います。 

（担当教員コメント） とくに STA セッション（毎週講義の次の日の休み時間に 60 分講義) 

に尽力してくれました．熱心な指導で学生からの評判も良かったです．今年の学生の理解

度が例年よりも高いとすれば,一つの要因に彼女の TA セッションがあったと思います.  

 

講義を担当した事例 (教育者としての自覚と意欲が見られる） 

（H25、工学研究科・D2・専門講義） 

業務内容：座学形式の講義の進行補助、討議形式の講義のモデレーター役、教員代理とし

ての座学形式の講義 

 

工夫した点：討議に際して、学生からの要望が強かったチーム編成の変更やテーマの事前

通知に応え、討議環境の改善に努めた。講義する際は、学生 が退屈しないよう、インパ

クトのあるスライド作成や間を持たせた話し方、小休止となる話の盛り込みを行った。 
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（STA特記事項） 初めて１コマ分の講義をさせて頂くことで、これまでの学生目線から教

員目線で講義をとらえることができた。将来教壇に立つ機会があれば、是非この経験を活

かして充実した講義をしたいと思う。 

（担当教員コメント） 教員と十分に議論をして、講義の学生討論のモデレーターを中心に業

務をしっかりこなしてくれました。特に、１コマ分の講義は自らが内容を作成し、講義を

行ったことは特筆に値します。アンケートでのＴＡの評価も総じて良いものでした。 

 

演習を主体的に担当した例 （教員との良い関係が築けている、STAの自覚が教育力を高める） 

（Ｈ２５、工学研究科・Ｄ１・専門演習） 演習課題やその解説を作成する際には、解答者（受講

生）の理解を促すような情報を盛り込む必要があるため、より深く制御工学について知る

必要があった。その結果、単なる独習のときよりも問題の細かな部分まで考察するように

なり、制御工学に対する理解がさらに深まった。 

（STA特記事項） 自らも本学科で同講義を受講していたため、演習内容を担当教員と相談

する際には、受講生に比較的近い立場で、課題の難易度や指導方法などに対して意見や提

案を行うよう心がけた。 

（担当教員コメント） 教員とのディスカッションを通じて、演習問題ならびに解説資料の作

成や相互チェックに協力してくれました。また、受講生の理解度やモチベーションの状況

について詳細な報告と提言をしてくれ、授業改善に大いに貢献してくれました。 

 

指導者としての自覚が見られる例 

（H25、工学研究科・D1・実験） モチベーションの下がりがちな学部２，３年次の学生たちと

直に触れ合い、研究の意義面白味を伝え、将来の研究者の種を芽吹かせる指導者という立

場にやりがいを感じた。 

 

JTA時代とは異なる姿勢で学生と接した例 

（H25、工学研究科・D3・実習） 以前よりも「話し方」や「話の聞き方」など落ち着いて行え

るようになった。学生に威圧感を与えないような会話の方法や、専門用語の解説も加えな

がら専門的な話にも言及していけるようになったと感じている。以前はなるべく簡単な言

葉で説明しようとこころがけていたが、私の専攻である建築に興味を持っている学生に対

しては、詳しい説明を加えるようにし、興味を持ってもらえるようにした。 
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(C) 2015  Kazunari Hori, Osaka Univ.

(参加者　所属：　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

 ◎　今後のTA,STA,TF活用の計画
（どの科目で、どのような形で活用できそうか、それにより、教員自身の負担軽減がどの

ようにはかられそうか）

 ワーク２

 ◎　どのような点について留意するか
　・教員が留意すること、院生に留意させること

平成27年度　大阪大学　FDフォーラム 
研修C　「授業でTAを活用するコツ」　ワークシート　

 ワーク１

 これまでのTA活用でうまくいった点、うまくいかなかった点

◎　うまくいかなかった点     （困難が予想される点）

◎　うまくいった点    （こうなればいいなという点）

大阪大学　全学教育推進機構　堀　一成　作成
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